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消
防
団
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…

月

日
（
日
）
午
前
、
柘
植

１１

24

地
域
に
あ
る
７
班
の
消
防
団

員
を
対
象
に
み
ら
い
づ
く
り

塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
柘
植
公
民
館
を

会
場
に
、
展
示
室
の
見
学
を

前
半
に
行
い
、
後
半
に
「
え

ん
た
君
」
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た

人
の
団
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

１３

「
実
際
に
見
学
し
た
こ
と
で
、
柘
植
公
民
館
が
身

近
に
な
り
、
柘
植
近
辺
の

歴
史
な
ど
に
も
関
心
が
も

て
ま
し
た
」

「
人
口
減
少
社
会
の
将
来

に
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
地
域
で
活
動
す
べ
き
な

の
か
考
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
し
た
」

な
ど
、
積
極
的
な
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

柘
植
公
民
館
の
２
階

に
あ
る
「
伊
賀
市
３
偉

人
」
の
展
示
は
、
来
年

度
以
降
、
ふ
る
さ
と
会

館
い
が
の
中
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
３
偉
人

と
は
？

１

俳
聖

松
尾
芭
蕉

一
六
四
四
～
一
六
九
四

２

文
豪

横
光
利
一

一
八
九
八
～
一
九
四
七

３

医
学
博
士

橋
本
策

一
八
八
一
～
一
九
三
四

３
人
の
名
前
は
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
経
歴
ど
ん
な

業
績
の
あ
る
人
物
か
を
説
明
で
き
る
方

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
答
え
は
、
柘
植
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
柘
植
公
民
館
を
訪
れ
て
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
（
４
頁
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
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伊
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市
柘
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セ
ン
タ
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〒

五
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四
五-

八
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
五-

八
八
八
三

発
行
日

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
二
月
十
五
日
（
日
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

山
国
の

山
よ
り
晴
る
る

翁
の
忌

浜
地
和
恵
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「
つ
げ
」
の
語
源
の
謎
に
迫
る

教
育
文
化
部
会

月
９
日
（
土
）
午
後
、
田
中
重
之
さ
ん
（
小

１１
林
区
在
住
）
を
講
師
に
、
「
柘
植
の
歴
史
と
文
化
」

と
題
す
る
文
化
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
柘
植

地
域
以
外
の
方
も
含
め

名
を
超
す
方
が
参
加
さ

５０

れ
、
な
ぜ
柘
植
は
「
つ
げ
」
と
読
む
の
か
？
柘
植

と
い
う
地
名
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。

な
ど
柘
植
の
歴
史
に
つ
い
て
の
謎
解
き
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
編
と
し
て
、
第
２
回
目
の
講

演
会
を
２
月

日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
柘
植
駅

１５

１
３
０
周
年
事
業
と
も
リ
ン
ク
し
ま
す
！教育文化部会よりお知らせ ※詳しくは回覧文書を

恒例！ クリスマスコンサート開催します
12月21日（土）13:00開場 13:30開演

農
業
に
関
す
る
懇
談
会
…

産
業
交
流
部
会

月
８
日
（
金
）
夜
、

１１
産
業
交
流
部
会
主
催
で

Ｊ
Ａ
の
職
員
や
伊
賀
市
農

林
振
興
課
の
職
員
を
招

き
、
柘
植
地
域
農
業
に
関

す
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
（

名
参
加
）。

２８

冒
頭
、
農
業
委
員
の
松

山
隆
治
さ
ん
（
小
杉
区
）
、

最
適
化
推
進
委
員
の
橋
本

文
典
さ
ん
（
岡
鼻
区
）
林

伸
也
さ
ん
（
前
川
区
）
杉

本
廣
行
さ
ん
（
野
村
区
）

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
現
状
を

ふ
ま
え
て
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

後
半
は
、４
～
５
人
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

地
域
の
実
状
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
自
由
に
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い

農
業
ま
つ
り

月

日
（
土
）
、

１１

２３

ま
え
が
わ
育
苗
セ
ン
タ

ー
で
、
第

回
の
ふ
れ

２０

あ
い
農
業
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
協
か
ら
は
、
い

が
ま
ち
展
覧
会
に
続
き

役
員
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
ま

し
た
。

西脇市比延地区区長会より視察
11月29日（金）午後、兵庫県西脇市の日延地区

区長さんら13名が当地域を訪問してくださいまし

た。いわゆる住民自治協と区長会とが２本立てで

いる中、どのような統一組織づくりをするかとい

った悩みをお持ちでした。

柘植まち協の歴史

と現状をお伝えする

ととに、意見交換を

することで互いに研

修を深めることがで

きました。
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柘
植
駅
前
花
壇
大
作
戦
！

柘
植
駅
を
核
と
す
る
公
共
交
通

の
あ
り
方
検
討
委
員
会

月

日
（
日
）
午
後
、
委
員
な
ら
び
に
有
志

１１

２４

で
三
重
県
緑
化
推
進
協
議
会
の
緑
の
募
金
交
付
事

業
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
、
花
壇
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

花
壇
の
設
計

は
山
本
勝
彦
さ

ん
（
小
林
区
）

が
行
い
、
み
ご

と
２
段
式
の
ス

テ
キ
な
花
壇
が

出
来
上
が
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
半
月
後
・
・

木の根っこ以外に、

空きびん空缶、昔の

ごみが多数出土し

て、ビックリ！

と
う
と
う
冬
花
壇
完
成
！

月
６
日
（
金
）
午

１２
前
、
花
壇
完
成
を
め

ざ
し
て
、
委
員
な
ら

び
に
有
志
で
花
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

も
始
ま
り
、
寂
し
い

感
じ
の
柘
植
駅
前
を

昼
夜
と
も
に
元
気
に

し
て
い
ま
す
。

この事業は、公益社団法人三重県

緑化推進協会の令和元年度緑の募

金交付事業により実施しました。

三
重
県
緑
化
推
進
協
会
と
は
？

公
益
社
団
法
人
三
重
県
緑
化
推
進
協
会
は
、
緑
の
募
金
法

に
基
づ
き
「
緑
の
募
金
」
を
行
う
県
内
唯
一
の
団
体
で
、
地

球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め
と
し
た
森
林
の

働
き
へ
の
期
待
が
高
ま
る
な
か
、「
緑
の

募
金
」
の
原
資
と
し
て
緑
豊
か
な
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
森
林
・
緑
づ

く
り
の
県
民
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
平
成

年
・
令

30

和
元
年
と
積
極
的
に
交
付
事
業
を
申
請
し
、
環
境
緑
化
推

進
を
し
て
い
ま
す
。

行
政
バ
ス
に
回
数
券
・
定
期
券

地
域
交
通
活
性
化
再
生
協
議
会

区
連
絡
協
議
会
・
柘
植
駅
を
核
と

１２す
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

月
４
日
（
水
）
夜
、
伊
賀
支

12
所
に
て
、
今
年
度
初
め
て
、
い
が

ま
ち
地
域
部
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。柘

植
地
域
の
委
員
に
は
、
区

長
代
表
と
し
て
岡
島
茂
男
さ
ん

（
岡
鼻
区
）
と
、
柘
植
駅
を
核

と
す
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
藤
井
明
和
さ
ん
（
山

出
区
）
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
廃
止
代
替
バ
ス
の
変

更
や
行
政
バ
ス
に
回
数
券
及
び

定
期
券
の
導
入
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
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シカ肉シシ肉＆黒豆味噌にコシヒカリで、絶品料理
健康福祉部会

12月８日（日）午前、いがまち保健福祉センターの厨房室

で1９名の参加を得て、健康料理教室を開催しました。２時

間あまりかけて、ハンバーグも作りました。肉は松山武宏さ

ん（小杉区）の狩猟したもの。獣害を減らし、腹もふくらむ

取り組みとして、「来年度も続けよう」との声もあります。

ジビエとは？
ジビエとは狩猟で得た天然の野

生鳥獣の食肉を意味する言葉（フ

ランス語）で、ヨーロッパでは貴族の伝統

料理として古くから発展した食文化です。

来
年
度
の
つ
つ
じ
祭
は
休
止

つ
つ
じ
祭
運
営
委
員
会
で
決
定
！

月
３
日
（
火
）
夜
、
商
工

１２
会
館
で
余
野
公
園
保
勝
会
を
兼

ね
た
会
議
が
行
わ
れ
、
長
く
議

論
さ
れ
て
き
た
結
論
と
し
て
、

本
年
度
で

回
を
重
ね
た
「
つ

３２

つ
じ
祭
」
を
休
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

資
金
の
問
題
と
と
も
に
事
務

局
機
能
の
あ
り
方
が
課
題
で
あ

り
、
今
後
、
規
模
や
内
容
を
広
く
議
論
し
な
が
ら

方
向
性
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
９
５
９
（
昭
和

）
年
７
月
竣
工

３４

６
０
年
の
歴
史
に
幕

「
柘
植
公
民
館
」
の
閉
館

ま
で
あ
と
３
か
月

あ
な
た
自
身
で
、
そ
し
て
大
切
な
人
と
と
も
に
建
物

や
展
示
物
を
見
て
お
き
ま
せ
ん
か
？

予
約
す
れ
ば
、
展
示
資
料
の
ガ
イ
ド
（
無
料
）
も
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

柘
植
公
民
館
（
柘
植
歴
史
民
俗
資
料
館
）

見
学
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

分
30

休
館
日

年
末
年
始
、
毎
週
月
曜
日

電
話

４
５
・
１
９
０
０

柘
植
小
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（

月
７
日
）
・

１２

柘
植
中
文
化
祭
（

月
１１

２
日
）
の
場
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
や
斎
王

顔
出
し
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
し
た
。

各
区
か
ら
は
地
域

の
作
品
な
ど
も
展
示

さ
れ
、
地
域
の
学
校

と
地
域
の
住
民
が
連

携
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た

い
機
会
で
す
。

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
も
う
半
月
で
あ
っ
と
い
う
間
の
年
末
年
始
。
▼
と
こ
ろ
で
、

今
号
は
通
算
４
２
９
号
。
次
号
来
年
１
月
１
日
号
は
節
目
の

２
５
０
号
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
西
田
方
計
）

新
年
「
門
松
絵
札
短
冊
」
配
布

歳
の
暮
、
各
区
長
様
を
通
じ
て
、
例
年
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

不
足
の
場
合
は
、

事
務
局
ま
で


